
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　広域コンピュータ網に接続されたクライアント・サーバ型システムにおいて、クライア
ント端末によるサーバのデータ参照を所定の利用単位ごとに制限する方法であって、
　前記クライアント端末が、参照制限されたウェブページ記述ファイル及び当該ファイル
の関連データファイルの参照制限許諾の応答を送信し、
　前記サーバが、前記クライアント端末のパスワードまたは乱数のいずれかを生成し、
　前記サーバが、前記生成したパスワードまたは乱数のいずれかを前記クライアント端末
へ送信し、
　前記クライアント端末が、前記パスワードまたは乱数のいずれかを示すページ取得要求
を前記サーバへ送信し、
　前記サーバが、前記クライアント端末から受信した前記ページ取得要求のパスワードま
たは乱数の名称で表されるディレクトリを作成し、当該作成したディレクトリに前記参照
制限されたウェブページ記述ファイル及び前記関連データファイルの実体を指し示すシン
ボリックリンクを書き込み、
　前記サーバが、前記ディレクトリ内のシンボリックリンクを参照先とする、ウェブペー
ジ記述ファイル及び前記関連データファイルを前記クライアント端末へ送信し、
　前記クライアント端末が、次の参照制限されたウェブページ記述ファイル及び前記関連
データファイルを参照する際に、前記パスワードまたは乱数のいずれかと前記次のウェブ
ページ記述ファイル名を、前記サーバへ送信し、
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　前記サーバが、前記ディレクトリ内のシンボリックリンクを参照先とする、前記次のウ
ェブページ記述ファイル及び前記関連データファイルを前記クライアント端末へ送信する
　ことを特徴とすることを特徴とするデータ参照制限方法。
【請求項２】
　前記サーバが、前記次のウェブページ記述ファイル及び前記関連データファイルの参照
時において、前記パスワードまたは乱数のいずれかと前記次のウェブページ記述ファイル
名を、前記クライアント端末から受信した際には、先ず前記ディレクトリに記述されたシ
ンボリックリンクを削除し、前記次のウェブページ記述ファイルと当該ファイルの関連デ
ータファイルのシンボリックを書き込む
　ことを特徴とする請求項１に記載のデータ参照制限方法。
【請求項３】
　前記サーバが、前記パスワードまたは乱数に対応付けて参照制限終了時刻または参照回
数を記憶し、現在時刻と前記参照制限終了時刻との比較または前記参照回数に応じて、前
記パスワードまたは乱数の名称で表される前記ディレクトリに記述されているシンボリッ
クリンクを少なくとも削除する
　ことを特徴とする請求項１または請求項２に記載のデータ参照制限方法。
【請求項４】
　クライアント端末によるサーバのデータ参照を所定の利用単位ごとに制限する、前記サ
ーバのコンピュータに実行させるプログラムを記録した前記コンピュータ読み取り可能な
記録媒体であって、
　前記クライアント端末から、参照制限されたウェブページ記述ファイル及び当該ファイ
ルの関連データファイルの参照制限許諾の応答を受信する処理と、
　前記クライアント端末のパスワードまたは乱数のいずれかを生成する処理と、
　前記生成したパスワードまたは乱数のいずれかを前記クライアント端末へ送信する処理
と、
　前記クライアント端末から、前記パスワードまたは乱数のいずれかを示すページ取得要
求を受信する処理と、
　前記クライアント端末から受信した前記ページ取得要求のパスワードまたは乱数の名称
で表されるディレクトリを作成し、当該作成したディレクトリに前記参照制限されたウェ
ブページ記述ファイル及び前記関連データファイルの実体を指し示すシンボリックリンク
を書き込む処理と、
　前記ディレクトリ内のシンボリックリンクを参照先とする、ウェブページ記述ファイル
及び前記関連データファイルを前記クライアント端末へ送信する処理と、
　前記クライアント端末から、次の参照制限されたウェブページ記述ファイル及び前記関
連データファイルを参照する際に、前記パスワードまたは乱数のいずれかと前記次のウェ
ブページ記述ファイル名を受信する処理と、
　前記ディレクトリ内のシンボリックリンクを参照先とする、前記次のウェブページ記述
ファイル及び前記関連データファイルを前記クライアント端末へ送信する処理と、
　をコンピュータに実行させることを特徴とするプログラムを記録した記録媒体。
【請求項５】
　請求項 の処理に加え、
　前記次のウェブページ記述ファイル及び前記関連データファイルの参照時において、前
記パスワードまたは乱数のいずれかと前記次のウェブページ記述ファイル名を、前記クラ
イアント端末から受信した際には、先ず前記ディレクトリに記述されたシンボリックリン
クを削除し、前記次のウェブページ記述ファイルと当該ファイルの関連データファイルの
シンボリックを書き込む処理と、
　を前記サーバのコンピュータに実行させることを特徴とするプログラムを記録した記録
媒体。
【請求項６】
　請求項 または請求項 の処理に加え、

10

20

30

40

50

(2) JP 3753535 B2 2006.3.8

４

４ ５



　前記パスワードまたは乱数に対応付けて参照制限終了時刻または参照回数を記憶し、現
在時刻と前記参照制限終了時刻との比較または前記参照回数に応じて、前記パスワードま
たは乱数の名称で表される前記ディレクトリに記述されているシンボリックリンクを少な
くとも削除する処理と、
　を前記サーバのコンピュータに実行させることを特徴とするプログラムを記録した記録
媒体。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、通信ネットワークに接続された複数のコンピュータにより構成されるクライア
ント・サーバ型システムの分野に係り、詳しくは、広域コンピュータ網においてＷＷＷ（
Ｗ orld Ｗ ide Ｗ eb）ブラウザによるＷＷＷサーバのデータ参照をクライアントまたは利
用者ごとに制限する方法及びそのためのプログラムを記録した記録媒体に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、ＷＷＷブラウザを用いた、インターネットのような広域コンピュータ網に接続され
たＷＷＷサーバのデータの取得・表示は、目的とするページ記述ファイルを特定する記述
形式を知っている利用者すべてに対して可能であった。また、パスワードの入力により、
サーバの補助プログラムを介して１つのページの記述ファイル及び関連データファイルを
出力可能なシステムがあったが、このようなシステムにおいて特定のクライアントまたは
利用者に対してデータの取得・表示を制限すること、及び、係るデータ参照制限をページ
切り替え操作により複数のページにわたって連続して行うことはできなかった。
また、従来、広域コンピュータ網における上記のようなＷＷＷサーバのデータの取得に関
する情報料の支払いは、プリペイドカードを購入する、会員登録を行い銀行振替の手続き
を行う、クレジットカード番号を広域コンピュータ網を経由して送信するなどの手問がか
かった。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
本発明の目的は、広域コンピュータ網等の通信ネットワークに接続された複数のコンピュ
ータにより構成されるクライアント・サーバ型システムにおいて、データ取得のための入
口となるページのデータ取得・表示の制限は行わずに、特定のクライアントまたは（該ク
ライアントを利用する特定の）利用者に対してのみＷＷＷブラウザによるＷＷＷサーバの
データ取得・表示を可能とするデータ参照制限方法を提供することにある。
【０００４】
　　　また、本発明の目的は 上記のようなクライアント・サーバ型システムにおける WW
Wサーバのデータ参照制限のためのプログラムを記録したコンピュータ読み取り可能な記
録媒体を提供することにある。
【０００５】
　
　

　

　前記サーバが、前記クライアント端末のパスワードまたは乱数のいずれかを生成し、
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本願において開示される発明の概要を簡単に説明すれば、下記のとおりである。
第１の発明は、広域コンピュータ網に接続されたクライアント・サーバ型システムにお

いて、クライアント端末によるサーバのデータ参照を所定の利用単位ごとに制限する方法
であって、

前記クライアント端末が、参照制限されたウェブページ記述ファイル及び当該ファイル
の関連データファイルの参照制限許諾の応答を送信し、

前記サーバが、前記生成したパスワードまたは乱数のいずれかを前記クライアント端末
へ送信し、

前記クライアント端末が、前記パスワードまたは乱数のいずれかを示すページ取得要求
を前記サーバへ送信し、

前記サーバが、前記クライアント端末から受信した前記ページ取得要求のパスワードま



　前記サーバが、前記ディレクトリ内のシンボリックリンクを参照先とする、ウェブペー
ジ記述ファイル及び前記関連データファイルを前記クライアント端末へ送信し、
　

　

　
【０００６】
　

【０００７】
　

【０００８】
　

　

　前記クライアント端末のパスワードまたは乱数のいずれかを生成する処理と、
　

　

　

　

　

　

　をコンピュータに実行させるプログラムを記録した記録媒体である。
【０００９】
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たは乱数の名称で表されるディレクトリを作成し、当該作成したディレクトリに前記参照
制限されたウェブページ記述ファイル及び前記関連データファイルの実体を指し示すシン
ボリックリンクを書き込み、

前記クライアント端末が、次の参照制限されたウェブページ記述ファイル及び前記関連
データファイルを参照する際に、前記パスワードまたは乱数のいずれかと前記次のウェブ
ページ記述ファイル名を、前記サーバへ送信し、

前記サーバが、前記ディレクトリ内のシンボリックリンクを参照先とする、前記次のウ
ェブページ記述ファイル及び前記関連データファイルを前記クライアント端末へ送信する

クライアント端末によるサーバのデータ参照制限方法である。

第２の発明は、前記第１の発明において、前記サーバが、前記次のウェブページ記述フ
ァイル及び前記関連データファイルの参照時において、前記パスワードまたは乱数のいず
れかと前記次のウェブページ記述ファイル名を、前記クライアント端末から受信した際に
は、先ず前記ディレクトリに記述されたシンボリックリンクを削除し、前記次のウェブペ
ージ記述ファイルと当該ファイルの関連データファイルのシンボリックを書き込むデータ
参照制限方法である。

第３の発明は、前記第１の発明または前記第 2の発明において、前記サーバが、前記パ
スワードまたは乱数に対応付けて参照制限終了時刻または参照回数を記憶し、現在時刻と
前記参照制限終了時刻との比較または前記参照回数に応じて、前記パスワードまたは乱数
の名称で表される前記ディレクトリに記述されているシンボリックリンクを少なくとも削
除するデータ参照制限方法である。

第４の発明は、クライアント端末によるサーバのデータ参照を所定の利用単位ごとに制
限する、前記サーバのコンピュータに実行させるプログラムを記録した前記コンピュータ
読み取り可能な記録媒体であって、

前記クライアント端末から、参照制限されたウェブページ記述ファイル及び当該ファイ
ルの関連データファイルの参照制限許諾の応答を受信する処理と、

前記生成したパスワードまたは乱数のいずれかを前記クライアント端末へ送信する処理
と、

前記クライアント端末から、前記パスワードまたは乱数のいずれかを示すページ取得要
求を受信する処理と、

前記クライアント端末から受信した前記ページ取得要求のパスワードまたは乱数の名称
で表されるディレクトリを作成し、当該作成したディレクトリに前記参照制限されたウェ
ブページ記述ファイル及び前記関連データファイルの実体を指し示すシンボリックリンク
を書き込む処理と、

前記ディレクトリ内のシンボリックリンクを参照先とする、ウェブページ記述ファイル
及び前記関連データファイルを前記クライアント端末へ送信する処理と、

前記クライアント端末から、次の参照制限されたウェブページ記述ファイル及び前記関
連データファイルを参照する際に、前記パスワードまたは乱数のいずれかと前記次のウェ
ブページ記述ファイル名を受信する処理と、

前記ディレクトリ内のシンボリックリンクを参照先とする、前記次のウェブページ記述
ファイル及び前記関連データファイルを前記クライアント端末へ送信する処理と、

第５の発明は、前記第４の発明において、前記次のウェブページ記述ファイル及び前記
関連データファイルの参照時において、前記パスワードまたは乱数のいずれかと前記次の



　
【００１０】
　

　
【００１４】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施の形態について図面を参照して説明する。
〈実施形態１〉
図１は本発明の第１の実施形態を示すクライアント・サーバ型システムの構成図である。
本クライアント・サーバ型システムは、クライアント１、広域コンピュータ網２、サーバ
３から構成される。サーバ３にはデータベース１６が具備され、クライアント１はＷＷＷ
ブラウザ４を有している。
サーバ３は、ＷＷＷサーバ５、ページ記述ファイル（０）６、ページ記述ファイル（１）
及び関連データファイル７、ページ記述ファイル（２）及び関連データファイル８、ペー
ジ記述ファイル（３）及び関連データファイル９、ページ記述ファイル（４）及び関連デ
ータファイル１０、テンポラリファイル１１、補助プログラム（ファイル）（Ａ）１２、
補助プログラム（ファイル）（Ｂ）１３、補助プログラム（ファイル）（Ｃ）１４、補助
プログラム（ファイル）（Ｄ）１５から構成される。
【００１５】
データベース１６には、参照制限サービスのクライアントまたは利用者ごとの参照制限管
理情報１７が記憶される。また、該参照制限管理情報１７を設定する元となる参照可能時
間や参照回数等が規定された参照制限制御情報１８が、あらかじめ記憶されている。
【００１６】
ページ記述ファイル（０）６は、参照が制限されたページを取得するかどうかの確認に用
いるファイルである。
参照を制限するファイル群は、ページ記述ファイル（１）及び関連データファイル７から
ページ記述ファイル（４）及び関連データファイル１０であるとする。
テンポラリファイル１１は、これらファイル７～１０の実体を指し示すだけで、それ自体
は実体をもたないシンボリックリンクのリストが記述されたファイルである。
【００１７】
補助プログラム（Ａ）１２は、クライアント固有または利用者固有の文字列（パスワード
、乱数等）の生成、データベース１６への参照制限管理情報１７の登録、ページ記述ファ
イル（０）６の処理を行うものである。
補助プログラム（Ｂ）１３は、参照を制限する１ページ目のページ記述ファイル（１）及
び関連データファイル７の処理を行い、補助プログラム（Ｃ）１４は、参照を制限する２
ページ目以降のページ記述ファイル（２）及び関連データファイル８からページ記述ファ
イル（４）及び関連データファイル１０の処理を行うものである。
補助プログラム（Ｄ）１５は、データベース１６上の参照制限管理情報１７を検索し、規
定の時間、アクセス回数等を経過したクライアントまたは利用者の参照終了処理を行うも
のである。
【００１８】
図２は、図１のクライアント・サーバ型システムにおける全体の処理シーケンスを示した
ものであり、これを参照して同システムの全体的動作を説明する。
クライアント１の利用者は、ＷＷＷブラウザ４によって広域コンピュータ網２を経由して
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ウェブページ記述ファイル名を、前記クライアント端末から受信した際には、先ず前記デ
ィレクトリに記述されたシンボリックリンクを削除し、前記次のウェブページ記述ファイ
ルと当該ファイルの関連データファイルのシンボリックを書き込む処理と、

を前記サーバのコンピュータに実行させるプログラムを記録した記録媒体である。

第６の発明は、前記第４の発明または前記第５の発明において、前記パスワードまたは
乱数に対応付けて参照制限終了時刻または参照回数を記憶し、現在時刻と前記参照制限終
了時刻との比較または前記参照回数に応じて、前記パスワードまたは乱数の名称で表され
る前記ディレクトリに記述されているシンボリックリンクを少なくとも削除する処理と、

を前記サーバのコンピュータに実行させるプログラムを記録した記録媒体である。



サーバ３のＷＷＷサーバ５へ接続し、ページ記述ファイル（０）６を取得して表示させる
（ステップＳ１，Ｓ２）。該ページ記述ファイル（０）６（ページ０）に、例えば、参照
が制限されたページの取得サービスを受けるかどうかの意志入力用の確認ボタンを用意し
ておく。利用者は、表示されたページ０上の該確認ボタンをクリックすることで、参照制
限許諾の応答をサーバ３へ返す（ステップＳ３）。
【００１９】
クライアント１から参照制限許諾の応答が送られてくると、サーバ３の補助プログラム（
Ａ）１２が起動する。補助プログラム（Ａ）１２は、クライアント固有または利用者固有
の文字列（パスワード、乱数等）を生成し、該固有文字列、参照制限開始時刻、参照制限
終了時刻からなる参照制限管理情報（または、固有文字列と参照可能回数からなる参照制
限管理情報）１７をデータベース１６に登録し（ステップＳ４）、該クライアント固有ま
たは利用者固有の文字列（パスワード、乱数等）をクライアント１へ送信する（ステップ
Ｓ５）。
【００２０】
その後、クライアント１の利用者が、取得した（サーバから送信された）クライアント固
有の文字列または利用者固有の文字列（パスワード、乱数等）によるページ取得要求をサ
ーバ３へ送信する（ステップＳ６）と、サーバ３の補助プログラム（Ｂ）１３が起動し、
該クライアント固有の文字列または利用者固有の文字列がパラメータとして補助プログラ
ム（Ｂ）１３に渡される。
【００２１】
補助プログラム（Ｂ）１３は、パラメータとして渡されたクライアント固有の文字列また
は利用者固有の文字列を確認し、それが正当の場合、当該クライアント固有の文字列また
は利用者固有の文字列を含むディレクトリ名のディレクトリ１９を作成し、そのディレク
トリの下にテンポラリファイル１１及び、参照しようとするページ記述ファイル（１）及
び関連データファイル７の実体を指し示すシンボリックリンク（データ）２０を作成する
。そして、作成したシンボリックリンク２０のリストをテンポラリファイル１１に書き込
む（ステップＳ７）。次に、上記シンボリックリンク２０を参照するようにしたページ記
述ファイル（１）及び関連データファイル７（１ページ目）を、ＷＷＷサーバ５経由でＷ
ＷＷブラウザ４へ送信する（ステップＳ８）。
【００２２】
一方、クライアント１から送られたクライアント固有の文字列または利用者固有の文字列
が正しくない場合、補助プログラム（Ｂ）１３は、その旨をＷＷＷブラウザ４へ送信して
処理を終了とする。
【００２３】
クライアント１の利用者が、表示されたページ１においてページ切り替え操作を行うと、
パラメータとしてクライアント固有の文字列または利用者固有の文字列と切り替え希望の
ページ名（ここではページ２）が補助プログラム（Ｃ）１４に渡されて（ステップＳ９）
、補助プログラム（Ｃ）１４が起動する。
【００２４】
補助プログラム（Ｃ）１４は、該固有文字列をディレクトリ名・ファイル名に持つテンポ
ラリファイル１１を取得し、該テンポラリファイル１１から切り替え前のページ（ページ
１）の記述ファイル（１）及び関連データファイル７の実体を指し示すシンボリックリン
ク２０のリストを取得し、該シンボリックリンクを削除する。そして、あらたに参照しよ
うとするページ記述ファイル（２）及び関連データファイル８の実体を指し示すシンボリ
ックリンク２０をディレクトリ１９の下に作成し、そのリストをテンポラリファイル１１
に書き込み、該シンボリックリンクを参照するようにしたページ記述ファイル（２）及び
関連データファイル８（２ページ目）をＷＷＷサーバ５経由でＷＷＷブラウザ４へ送信す
る（ステップＳ１１）。ページ３、ページ４への切り替えも同様である（ステップＳ１２
，１３，１４）。
【００２５】
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一方、サーバ３の補助プログラム（Ｄ）１５は、定期的に、データベース１６に登録され
た参照制限管理情報１７を検索し、規定の参照時間や参照回数を超えているものがあれば
、該当のクライアント固有または利用者固有の文字列をディレクトリ名に持つディレクト
リ１９の下に作成されているシンボリックリンク２０及びテンポリファイル１１、更に該
ディレクトリ１９を削除する。以後、該クライアント固有または利用者固有の文字列を与
えられたクライアント１の利用者によるページ参照は不可能になる。
【００２６】
図３に、補助プログラム（Ａ）１２の処理フローを示す。補助プログラム（Ａ）１２は、
例えば、クライアント１の利用者がページ記述ファイル（０）６（ページ０）の画面の確
認ボタンをクリックすることで起動する。
該補助プログラム（Ａ）１２は、まず、クライアント固有または利用者固有の文字列（パ
スワード、乱数等）を生成し（ステップ１０１）、該固有文字列をＩＤとする参照制限開
始時刻と参照制限終了時刻あるいは参照可能回数からなる参照制限管理情報１７を作成し
てデータベース１６に新しく登録する（ステップ１０２）。その後、補助プログラム（Ａ
）１２は、生成したクライアント固有または利用者固有の文字列を該当クライアント１へ
送信して処理を終了する（ステップ１０３）。
【００２７】
図４に、補助プログラム（Ｂ）１３の処理フローを示す。補助プログラム（Ｂ）１３は、
クライアント１がクライアント固有または利用者固有の文字列によりページ取得要求をサ
ーバへ送信することで起動し、利用者の確認と、参照を制限する最初のページ記述ファイ
ル及び関連データファイル（ここでは、ファイル７）の処理を実行する。ここで、参照を
制限する最初のページ記述ファイル（１）のファイル名（パス名を含む）をファイル１と
する。また、サーバコンピュータにおけるメモリ上の作業用領域をバッファ１とする。
【００２８】
補助プログラム（Ｂ）１３は、起動時にパラメータとして渡されたクライアント固有また
は利用者固有の文字列を取得する（ステップ２０１）。そして、この文字列を確認し（ス
テップ２０２）、正当でない場合は、その旨のメッセージをクライアント１のＷＷＷブラ
ウザへ送信して終了とする（ステップ２１１）。正当である場合、以下の処理を行う。
【００２９】
まず、クライアント固有または利用者固有の文字列をその一部に含む名称でディレクトリ
を作成する。このディレクトリをディレクトリ１とする（ステップ２０３）。
次に、このディレクトリ１の下に作業用ファイルを新規作成（オープン）する。このファ
イルをファイル２とする（ステップ２０４）。ファイル２は、シンボリックリンクが削除
された場合のために、当該クライアント固有または利用者固有の文字列を用いたディレク
トリ名・ファイル名を記録しておくものである。ここで、ディレクトリ１、ファイル２が
、図１のテンポラリファイル１１を意味する。その後、ファイル１（利用者を制限する最
初のページ記述ファイル）をオープンする（ステップ２０５）。
【００３０】
次に、ファイル１からバッファ１へ１行読み込む（ステップ２０６）。この読み込んだ行
に、ページ表示のための関連データファイル名が書かれていた場合、ディレクトリ１にそ
のファイルの実体を指し示すシンボリックリンク２０を作成し、そのシンボリックリンク
２０を参照するようにバッファ１の内容を書き換える（ファイル名はそのままで、パスの
部分のみ書き換え）。そして、ファイル２に、そのファイル名（クライアント固有または
利用者固有の文字列を含むファイル名）を書き込む。
【００３１】
また、該読み込んだ行に他のページのリンクが書かれていた場合、バッファ１の内容を、
補助プログラム（Ｂ）１３へパラメータとしてクライアント固有または利用者固有の文字
列とページ名を渡す記述に書き換える。ディレクトリ１のシンボリックリンクの作成、フ
ァイル名の書き込みは、関連データファイル名が書かれていた場合と同じである。
その後、バッファ１の内容をクライアントへ送信する（ステップ２０８）。
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ステップ２０６～２０８を繰り返し、ファイル１のすべての行の読み込みが終了した場合
（ステップ２０９）、ファイル１、ファイル２をクローズして処理を終了とする（ステッ
プ２１０）。
【００３２】
図５に、補助プログラム（Ｃ）１４の処理フローを示す。補助プログラム（Ｃ）１４は、
クライアント１の利用者がページ切り替え操作を行うごとに起動し、参照を制限する２ペ
ージ目以降のページ記述ファイル及び関連データファイル（ここでは、ファイル８～１０
）の処理を実行する。ここでも、参照を制限するページ記述ファイル名をファイル１とし
、サーバコンピュータにおけるメモリ上の作業用領域をバッファ１とする。
【００３３】
補助プログラム（Ｃ）１４は、起動時にパラメータとして渡されるクライアント固有また
は利用者固有の文字列とページ名を取得する（ステップ３０１）。次に、該パラメータと
して渡されたクライアント固有または利用者固有の文字列をその一部に含む名称のディレ
クトリ（ディレクトリ１）、該ディレクトリ１の下に作成された作業用ファイル（ファイ
ル２）をオープンする（ステップ３０２）。
【００３４】
即ち、該クライアント固有または利用者固有の文字列をディレクトリ名、ファイル名とす
るテンポラリファイル１１をオープンする。そして、ディレクトリ１に書き込まれている
ファイル名のうち、パラメータとして渡されたページ名のファイル（ファイル１）以外の
すべてのファイル名のファイル（シンボリックリンク２０）を削除し、ファイル２からも
該ファイル１以外のすべてのファイル名を削除する（ステップ３０３）。
【００３５】
その後、ファイル１（参照を制限する次のページ記述ファイル）をオープンする（ステッ
プ３０４）。
次に、ファイル１からバッファ１へ１行ずつ読み込み（ステップ３０５）、ステップ３０
６～３０７の処理を繰り返す。ステップ３０６～３０７の処理は、図４におけるステップ
２０７，２０８の処理と基本的に同じである。相違点は、読み込んだ１行に他のページへ
のリンクが書かれている場合、バッファ１の内容を、自プログラム（Ｃ）１４へパラメー
タとしてクライアント固有または利用者固有の文字列とページ名を渡す記述に書き換える
点だけである。
ステップ３０５～３０７を繰り返し、ファイル１のすべての行の読み込みが終了した場合
（ステップ３０８）、ファイル１、ファイル２をクローズして処理を終了とする（ステッ
プ３０９）。
【００３６】
図６に、補助プログラム（Ｄ）１５の処理フローを示す。補助プログラム（Ｄ）１５は、
他の補助プログラム（Ａ）１２乃至補助プログラム（Ｃ）１４とは異なり、例えば定期的
に起動するものである。
補助プログラム（Ｄ）１５は、起動すると、データベース１６に参照制限管理情報が登録
されているか否かをサーチし（ステップ４０１）、登録されていなければ、そのまま今回
の処理を終了する。一方、登録されていれば、引き続き、規定の参照時間（または参照回
数）を超えた参照制限管理情報が存在するか否かをチェックし（ステップ４０２）、存在
しなければ、同様にそのまま今回の処理を終了する。
【００３７】
ここで、規定の参照時間を超えたか否かは、例えば参照制限管理情報に設定されている参
照終了時刻と現在時刻を比較することで行う。また、規定の参照回数を超えたか否かは、
例えば参照制限管理情報に参照可能回数（ｎ）を初期設定し、参照があるごとに該参照回
数を減算し、それが“０”になったか否かをチェックすることで行う。
【００３８】
ステップ４０２で、規定の参照時間（または参照回数）を超えた参照制限管理情報が見つ
かった場合、当該参照制限管理情報中のクライアント固有または利用者固有の文字列をキ
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ーとしてテンポラリファイル１１（ディレクトリ１）をサーチし、該固有文字列をディレ
クトリ名に持つディレクトリの下に作成されたシンボリックリンク２０、テンポラリファ
イル１１、及びこのディレクトリ１９を削除する（ステップ４０３）。
【００３９】
以下、表を参照して本実施形態における処理の具体例を示す。
いま、コンテンツの原本（図１のファイル７～１０）が下表１のようになっていたとする
。
【表１】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００４０】
また、下表２は「ｐａｇｅ１．ｈｔｍｌ」の内容であり、下表３は「ｐａｇｅ２．ｈｔｍ
ｌ」の内容である。
【表２】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【表３】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００４１】
ここでは、ＷＷＷサーバのドメイン名（広域コンピュータ網においてＷＷＷサーバを特定
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するための識別子）を仮に「ｗｗｗ．ａ．ｃｏ．ｊｐ」としている。
下表４は、参照制限制御情報１８の例で、 htmlディレクトリ下のファイルについては参照
可能時間を１０分間とすることが規定されている。
【表４】
　
　
　
　
　
【００４２】
ここで、クライアント固有または利用者固有の文字列を「１２３４５６７８」、参照を制
限するページ記述ファイル名を、例えばページ１では「／ｈｔｍｌ／ｐａｇｅ１．ｈｔｍ
ｌ」とする。ページ２～４についても同様とする。また、ディレクトリ１（テンポラリフ
ァイル１１）は「１２３４５６７８」の名称で作成するとする。
【００４３】
補助プログラム（Ｂ）１３により、表２に示す「／ｈｔｍｌ／ｐａｇｅ１．ｈｔｍｌ」は
下表５のように変換され、出力される。
【表５】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００４４】
表５において、「ａｐ２」は補助プログラム（Ｃ）１４を意味し、「１２３４５６７８」
はクライアント固有または利用者固有の文字列として、また、「ｐａｇｅ２．ｈｔｍｌ」
はページ名として「ａｐ２」に渡されることを意味する。テンポラリファイル１１のディ
レクトリ（ディレクトリ１）に、下表６のシンボリックリンクが作成され、作業用ファイ
ル（ファイル２）には、下表７のファイル名が書き込まれる。
【表６】
　
　
　
　
　
　
【表７】
　
　
　
　
　
　
【００４５】
参照を時間で制限したい場合は、参照可能時間は上記表４において１０分間に設定されて
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いるため、参照制限管理情報１７には下表８の内容が登録される。
【表８】
　
　
　
　
　
　
【００４６】
サーバ３の補助プログラム（Ｄ）１５は、定期的に参照制限終了時刻と現在時刻とを比較
し、現在時刻が参照制限終了時刻を経過していれば、ディレクトリ /12345678の下のテン
ポラリファイル（上記表７）に記述のある名称のシンボリックリンク、テンポラリファイ
ル、そしてディレクトリ /12345678が順次削除される。
また、上記ファイル２は、前述のように、シンボリックリンクが削除された場合のために
、当該クライアント固有または利用者固有の文字列のディレクトリ名・ファイル名を記録
しておくものである。表５～表７のリストは、図４でステップ２０６～２０８を繰り返し
実行することで得られる。
【００４７】
クライアントのＷＷＷブラウザで「次のページ」をクリックすると、補助プログラム（Ｃ
）１４が起動し、表６中のシンボリックリンクの「／１２３４５６７８／ｐｉｃｔｕｒｅ
１ａ．ｇｉｆ」、「／１２３４５６７８／ｐｉｃｔｕｒｅ１ｂ．ｇｉｆ」が消去される。
そして、表３の内容は下表９に示すように変換されて出力される。
【表９】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００４８】
また、シンボリックリンクは下表１０に示すものが作成され、ファイル２には表１１の内
容が書き込まれる。
【表１０】
　
　
　
　
　
　
　
【表１１】
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【００４９】
再びクライアントのＷＷＷブラウザで「次のページ」をクリックすると、表１０中のシン
ボリックリンクの「／１２３４５６７８／ｐｉｃｔｕｒｅ２ａ．ｇｉｆ」、「／１２３４
５６７８／ｐｉｃｔｕｒｅ２ｂ．ｇｉｆ」が消去される。また、下表１２に示すようなＨ
ＴＭＬが出力され、シンボリックリンクとしては下表１３に示すものが作成される（これ
らは原本のファイルへリンクしている）。
【表１２】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【表１３】
　
　
　
　
　
　
　
　
【００５０】
そして、テンポラリファイルの内容は下表１４のようになる。
【表１４】
　
　
　
　
　
　
　
　
【００５１】
〈実施形態２〉
図７は、本発明の第２の実施形態を示すクライアント・サーバ型システムの構成図である
。
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本クライアント・サーバ型システムは、クライアント１、広域コンピュータ網２、サーバ
３から構成される。サーバ３にはデータベース１６が具備され、クライアント１はＷＷＷ
ブラウザ４を有している。
サーバ３は、ＷＷＷサーバ５、ページ参照制限の確認ボタンを備えたページ記述ファイル
（０）６、参照制限対象のページ記述ファイル（１）及び関連データファイル７乃至ペー
ジ記述ファイル（４）及び関連データファイル１０、補助プログラム（ファイル）（Ｄ）
１５、補助プログラム（ファイル）（Ｅ）２１、補助プログラム（ファイル）（Ｆ）２２
から構成される。
補助プログラム（Ｄ）１５の機能は、第１の実施形態の場合と基本的に同様である。補助
プログラム（Ｅ）２１、補助プログラム（Ｆ）２２については後述する。
【００５２】
データベース１６には、参照制限管理情報１７、ディレクトリ名・ファイル名変換テーブ
ル２３が記憶される。参照制限管理情報１７は、第１の実施形態のものと同様である。ま
た、ディレクトリ名・ファイル名変換テーブル２３は、クライアント固有または利用者固
有の文字列を持つディレクトリ名・ファイル名と、原本のディレクトリ名・ファイル名と
の対応関係（変換対）を記述したテーブルである。
【００５３】
図８は、図７のクライアント・サーバ型システムにおける全体の処理シーケンスを示した
ものであり、これを参照して同システムの全体的動作を説明する。
クライアント１の利用者は、広域コンピュータ網２を経由して、ＷＷＷブラウザ４によっ
てサーバ３のＷＷＷサーバ５へ接続し、ページ記述ファイル（０）６を取得して表示させ
る（ステップＳ２１，Ｓ２２）。
ここで、第１の実施形態と同様に、該ページ記述ファイル（０）６には、参照が制限され
たページの取得サービスを受けるかどうかの確認ボタンが設けてあり、利用者は、サーバ
３に対し、画面上の該確認ボタンをクリックすることで、ページ参照制限許諾の応答を行
う（ステップＳ２３）。
【００５４】
クライアント１の利用者が、ページ記述ファイル（０）６に関してページ記述制限許諾を
応答すると、サーバ３の補助プログラム（Ｅ）２１が起動する。
補助プログラム（Ｅ）２１は、クライアント固有または利用者固有のディレクトリ名・フ
ァイル名を生成する。そして、該クライアント固有または利用者固有のディレクトリ名・
ファイル名と原本のディレクトリ名・ファイル名との対応（変換対）を示すデータをデー
タベース１６のディレクトリ名・ファイル名変換テーブル２３に登録し、さらに、参照制
限管理情報（上記ディレクトリ名・ファイル名内のクライアント固有または利用者固有の
文字列、参照制限開始時刻と参照制限終了時刻（あるいは参照可能回数））１７を同じく
データベース１６に登録する（ステップＳ２４）。その後、該クライアント固有または利
用者固有のディレクトリ名・ファイル名をクライアント１に通知する（ステップＳ２５）
。
【００５５】
次に、利用者がＷＷＷブラウザ４を介して、クライアント固有または利用者固有のディレ
クトリ名・ファイル名を用いてページ記述ファイル（１）及び関連データファイル７（ペ
ージ１）の取得要求をサーバ３に対して行うと（ステップＳ２６）、補助プログラム（Ｆ
）２２が、データベース１６のディレクトリ名・ファイル名変換テーブル２３を参照し、
該クライアント固有または利用者固有のディレクトリ名・ファイル名が登録されている場
合にこれらを原本のディレクトリ名・ファイル名に変換してＷＷＷサーバ５へ通知する。
ＷＷＷサーバ５は、クライアント固有または利用者固有のディレクトリ名・ファイル名を
まったく意識することなく、原本のディレクトリ名・ファイル名でページ記述ファイル（
１）及び関連データファイル７を読み出す（ステップＳ２７）。
【００５６】
これをクライアント１のＷＷＷブラウザ４へ送信する前に、補助プログラム（Ｆ）２２は
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、再びデータベース１６のディレクトリ名・ファイル名変換テーブル２３を参照し、原本
のディレクトリ名・ファイル名をクライアント固有または利用者固有のディレクトリ名・
ファイル名へ変換し、ページ記述ファイル（１）及び関連データファイル７（ページ１）
をＷＷＷブラウザ４へ送信する。
以下、ページ２、ページ３、ページ４への切り替え時、補助プログラム（Ｆ）２２によっ
て同様の処理が繰り返し行われる（ステップＳ２６～Ｓ３１）。
【００５７】
一方、サーバ３の補助プログラム（Ｄ）１５は、定期的にデータベース１６に登録された
参照制限管理情報１７を検索し、規定の参照時間（あるいは参照回数）を超えているもの
があれば、ディレクトリ名・ファイル名変換テーブル２３内の、当該参照制限管理情報の
クライアント固有または利用者固有の文字列をディレクトリ名・ファイル名とする変換対
を削除する。これにより、クライアント１の利用者が、以後当該クライアント固有または
利用者固有のディレクトリ名・ファイル名でページ取得を要求しても、当該ページの参照
は不可能になる。該補助プログラム（Ｄ）１５での処理は第１の実施形態の場合と基本的
に同様であるので、そのフローチャートの図示は省略する。
【００５８】
図９に、補助プログラム（Ｅ）２１の処理フロー図を示す。補助プログラム（Ｅ）２１は
、クライアント１の利用者がページ記述ファイル（０）６（ページ０）の画面の確認ボタ
ンをクリックすることで起動する。
該補助プログラム（Ｅ）２１は、まず、クライアント固有または利用者固有の文字列（パ
スワード、乱数等）によるディレクトリ名・ファイル名を生成する（ステップ５０１）。
次に、該クライアント固有または利用者固有のディレクトリ名・ファイル名と原本のディ
レクトリ名・ファイル名の対応（変換対）をデータベース１６のディレクトリ名・ファイ
ル名変換テーブル２３に登録し（ステップ５０２）、さらに、当該クライアント固有また
は利用者の文字列をＩＤとする参照制限開始時刻と参照制限終了時刻（あるいは参照可能
回数）からなる参照制限管理情報１７を作成してデータベース１６に登録する（ステップ
５０３）。最後に、生成したクライアント固有または利用者固有のディレクトリ名・ファ
イル名をクライアント１に通知する（ステップ５０４）。これで、補助プログラム（Ｅ）
２１の処理は終了となる。
【００５９】
図１０に、補助プログラム（Ｆ）２２の処理フロー図を示す。
補助プログラム（Ｆ）２２は、クライアントからサーバへのデータ送信の発生、サーバか
らクライアントへのデータ送信の発生をそれぞれ監視している（ステップ６０１，６０３
）。
クライアントからサーバへのデータ送信の発生があると、データベース１６のディレクト
リ名・ファイル名変換テーブル２３を参照して、該当するクライアント固有または利用者
固有のディレクトリ名・ファイル名を、原本のディレクトリ名・ファイル名に変換する（
ステップ６０２）。その後、ＷＷＷサーバ５を介してのサーバからクライアントへのデー
タ送信が発生すると、再びデータベース１６のディレクトリ名・ファイル名変換テーブル
２３を参照して、該当する原本のディレクトリ名・ファイル名をクライアント固有または
利用者固有のディレクトリ名・ファイル名へ変換して、クライアントへ送信する（ステッ
プ６０４）。
【００６０】
以下、表を参照して本実施形態における処理の具体例を示す。
下表１５はコンテンツの原本（図７のファイル７～１０）、下表１６は「ｐａｇｅ１．ｈ
ｔｍｌ」の内容である。
【表１５】
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【表１６】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００６１】
同様に、下表１７は「ｐａｇｅ２．ｈｔｍｌ」の内容、下表１８は「ｐａｇｅ３．ｈｔｍ
ｌ」の内容である。
【表１７】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【表１８】
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【００６２】
本例でも、ＷＷＷサーバのドメイン名（広域コンピュータ網においてＷＷＷサーバを特定
するための識別子）を仮に「ｗｗｗ．ａ．ｃｏ．ｊｐ」としている。下表１９は、参照制
限制御情報１８の例で、 htmlディレクトリ下のファイルについては参照可能時間を１０分
間とすることが規定されている。
【表１９】
　
　
　
　
　
【００６３】
ＷＷＷブラウザにより補助プログラム（Ｅ）２１を起動すると、クライアント固有あるい
は利用者固有の文字列によるディレクトリ名「１２３４５６７８」が作成され、下表２０
に示すように、該クライアント固有あるいは利用者固有の文字列「１２３４５６７８」と
原本の「ｈｔｍｌ」との変換対の登録が行われる。
【表２０】
　
　
　
　
　
そして、参照を制限するページ記述ファイル名「／１２３４５６７８／ｐａｇｅ１．ｈｔ
ｍｌ」がＷＷＷブラウザに通知される。
【００６４】
参照を時間で制限したい場合は、参照可能時間は上記表１９において１０分間に設定され
ているため、参照制限管理情報１７には下表２１の内容が登録される。
【表２１】
　
　
　
　
　
【００６５】
サーバ３の補助プログラム（Ｄ）１５は、定期的に参照制限終了時刻と現在時刻とを比較
し、現在時刻が参照制限終了時刻を経過していれば、ディレクトリ名・ファイル名変換テ
ーブル（上記表２０）から、
12345678　　　　　　　 html
の対応データが削除される。
【００６６】
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ＷＷＷブラウザにより「ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ａ．ｃｏ．ｊｐ／１２３４５６７８／ｐ
ａｇｅ１．ｈｔｍｌ」の取得要求を行うと、サーバの補助プログラム（Ｆ）２２によって
「ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ａ．ｃｏ．ｊｐ／ｈｔｍｌ／ｐａｇｅ１．ｈｔｍｌ］という形
態の取得要求に変換され、ＷＷＷサーバに送信される。ＷＷＷサーバは、この取得要求に
対して表１６に示すＨＴＭＬをそのまま送出する。これが、サーバの補助プログラム（Ｆ
）２２によって変換され、下表２２に示すＨＴＭＬがＷＷＷブラウザへ送信される。
【表２２】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００６７】
次に、ＷＷＷブラウザで「次のページ」をクリックすると、クライアントからサーバへ「
ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ａ．ｃｏ．ｊｐ／１２３４５６７８／ｐａｇｅ２．ｈｔｍｌ」の
取得要求が送信されるが、サーバの補助プログラム（Ｆ）２２によって「ｈｔｔｐ：／／
ｗｗｗ．ａ．ｃｏ．ｊｐ／ｈｔｍｌ／ｐａｇｅ２．ｈｔｍｌ」の取得要求に変換され、Ｗ
ＷＷサーバに送信される。ＷＷＷサーバは、この取得要求に対して表１７に示すＨＴＭＬ
をそのまま送出するが、これが、サーバの補助プログラム（Ｆ）２２によって変換され、
下表２３に示すＨＴＭＬがＷＷＷブラウザへ送信される。
【表２３】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００６８】
再び、ＷＷＷブラウザで「次のページ」をクリックすると、クライアントからサーバへ「
ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ａ．ｃｏ．ｊｐ／１２３４５６７８／ｐａｇｅ３．ｈｔｍｌ」の
取得要求が送信されるが、サーバの補助プログラム（Ｆ）２２によって「ｈｔｔｐ：／／
ｗｗｗ．ａ．ｃｏ．ｊｐ／ｈｔｍｌ／ｐａｇｅ３．ｈｔｍｌ」の取得要求に変換され、Ｗ
ＷＷサーバに送信される。ＷＷＷサーバは、この取得要求に対して表１８に示すＨＴＭＬ
をそのまま送信するが、これが、サーバの補助プログラム（Ｆ）２２によって変換され、
下表２４に示すＨＴＭＬがＷＷＷブラウザへ送信される。
【表２４】
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【００６９】
〈実施形態３〉
図１１は、本発明の第３の実施形態を示すクライアント・サーバ型システムの構成図であ
り、電話料金にリンクした情報料回収を可能とする機能が追加されたものである。
本クライアント・サーバ型システムは、クライアント１、広域コンピユータ網２、情報サ
ーバ３、モデム２５、電話網２６、アクセス制御サーバ２７から構成される。
【００７０】
本実施形態においては、クライアント１はＷＷＷブラウザ４および回線制御ソフト２８を
有する。ここで、情報サーバ３は、第１実施形態におけるサーバ３と同様の機能を有する
もので、図１２に示す内部構成を有する。即ち、補助プログラム（ファイル）（Ｇ）４０
を具備する以外は、図１に示す構成と同様である。また、アクセス制御サーバ２７は、情
報料回収代行制御を行うサーバであり、該サーバ２７によって料金回収代行可能な（情報
サーバ３により提供可能な）データの種類と、各データ毎に割り当てられた電話番号が記
憶されている（電話番号は重複しても良い）。アクセス制御サーバ２７は、上記割り当て
られた各々の電話番号によりクライアント１と接続可能になっている。
【００７１】
図１３は、図１１のクライアント・サーバ型システムにおける初期の処理シーケンスを示
したものであり、これを参照して同システムの動作を説明する。
クライアント１は、モデム２５、電話網２６を経由して広域コンピユータ網２に接続し、
クライアント１のＷＷＷブラウザ４によってＷＷＷサーバ５からページ記述ファイル（０
）６を取得して表示させる（ステップＳ４１，Ｓ４２）。該ぺ一ジ記述ファイル（０）６
（ぺ一ジ０）には、倒えば、ＷＷＷサーバ５から取得可能なデータの一覧とデータ購入ボ
タンを用意しておく。利用者は、表示されたぺ一ジ０において購入したいデータを選択し
、該購入ボタンをクリックすることでＷＷＷサーバ５へ購入要求の応答を返す（ステップ
Ｓ４３）。
【００７２】
クライアント１から購入要求の応答が送られると、情報サーバ３の補助プログラム（Ｇ）
４０が起動する。補助プログラム（Ｇ）４０は、クライアントが選択したデータに対応す
る電話番号をクライアント１へ送信する（ステップＳ４４）。この電話番号は、情報料の
回収代行を行うように電話会社と契約してある番号であるものとする。具体例としては、
ダイヤルＱ 2回線の番号等が利用できる。
【００７３】
回線制御ソフト２８により上記電話番号を受信したクライアント１は、モデム２５及び電
話網２６を経由して広域コンピユータ網２に接続されている現在の呼を切断する（ステッ
プＳ４５）。そして、上記電話番号を使用して発信を行い、モデム２５、電話網２６を経
由してアクセス制御サーバ２７へダイヤルアップ接続し、購入を要求するデータ名をアク
セス制御サーバ２７へ送信する（ステップＳ４６）。
【００７４】
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アクセス制御サーバ２７は、クライアント１が購入を要求したデータに対応する電話番号
の回線に接続してきたことを確認する（ステップＳ４７）と、情報サーバ３の補助プログ
ラム（Ａ）１２へ、参照制限許諾の信号を送信する（ステップＳ４８）。これにより、補
助プログラム（Ａ）１２が起動し、図２に示すステップＳ４以降の動作が行われる。
【００７５】
情報サーバ３を、図７に示す第２実施形態に示すサーバ３と同様のものとしても良く、こ
の場合の構成を図１４に示す。また、この場合の動作は同様であるが、上記及び図１３の
ステップＳ４８において、アクセス制御サーバ２７から情報サーバ３に送られる参照制限
許諾の信号は、この場合補助プログラム（Ｅ）２１に渡される。
【００７６】
本実施形態によれば、購入するデータ選択のためぺージの取得・表示は制限せずに、料金
支払いの手続きを完了したクライアントまたは利用者のみ、ＷＷＷブラウザによるＷＷＷ
サーバのデータ取得・表示が可能となる。そして、アクセス制御サーバによりクライアン
トの回線接続状態が把握されるので、データ料金を加味した通話料金を設定して通話料に
伴う形態で情報料の回収を行うことができる。
【００７７】
〈実施形態４〉
図１５は、本発明の第４の実施形態を示すクライアント・サーバ型システムの構成図であ
り、無線電話機を利用したものである。
本クライアント・サーバ型システムは、クライアント１、広域コンピユータ網２、情報サ
ーバ３、無線電話機制御装置２９、無線電話機３０、電話網２６、アクセス制御サーバ２
７から構成される。実施形態３のシステム構成である図１１との違いは、クラアント１が
、無線電話機制御装置２９、無線電話機３０を経由して無線で電話網２６と接続する点で
ある。
【００７８】
本実施形態において、第３実施形態と同様の動作を行う場合、クライアント１は、無線電
話機制御装置２９、無線電話機３０により無線で電話網２６と接続し、広域コンピユータ
網２を経由して情報サーバ３に接続する。そして、クライアント１のＷＷＷブラウザ４に
より情報サーバ３内のＷＷＷサーバ５からぺ一ジ記述ファイル（０）６を取得して表示さ
せる。
【００７９】
図１３のステップＳ４４における情報サーバ３からの電話番号の送信も、同様に無線経由
で行われる。電話番号を受信したクライアント１は、無線電話機制御装置２９、無線電話
機３０を経由した無線による電話網２６との接続回線のコールを切断する。そして、回線
制御ソフト２８により受信された電話番号を使用して無線発信し、モデム２５、電話網２
６を経由してアクセス制御サーバ２７へダイヤルアップ接続し、購入を要求するデータ名
をアクセス制御サーバヘ送信する。
システムの動作は、第３実施形態と同様である。
【００８０】
以上、本発明の実施形態について説明したが、図１、図７、図１１に示す各サーバの処理
プログラム（各補助プログラム等）は、該クライアント・サーバシステムにおいて、ＷＷ
ＷブラウザによるＷＷＷサーバのデータ参照をクライアントまたは利用者ごとに制限する
ためのプログラムとして、ＦＤもしくはＣＤ－ＲＯＭ等の記録媒体にコンピュータで読み
取り可能な形式で記録し、販売することが可能である。この記録媒体に記録されたプログ
ラムを各サーバにセットアップすれば、実施形態に示すようなクライアントまたは利用者
ごとのデータ参照制限機能が実現する。
【００８１】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明による方法によれば、広域コンピュータ網に接続されたＷＷ
ＷサーバのデータをＷＷＷブラウザを用いて取得・表示する場合に、特定のクライアント
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または利用者のみに、あるページのデータもしくは複数ページにわたる連続したデータの
参照を許可し、他のクライアントもしくは利用者は当該データの参照をできない状態とす
ることが可能となる。
【００８２】
　また、サーバ側で、

削除することにより、該利用単位のその後のデータ参照を不可能に
することも可能である。これにより、特定のクライアントまたは利用者のデータ参照可能
な回数や期間任意に制限することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の第１の実施形態を示すクライアント・サーバ型システムの構成図であ
る。
【図２】　図１のシステムの、全体の処理シーケンスを示す図である。
【図３】　図１に示す補助プログラム（Ａ）の処理フロー図である。
【図４】　図１に示す補助プログラム（Ｂ）の処理フロー図である。
【図５】　図１に示す補助プログラム（Ｃ）の処理フロー図である。
【図６】　図１に示す補助プログラム（Ｄ）の処理フロー図である。
【図７】　本発明の第２の実施形態を示すクライアント・サーバ型システムの構成図であ
る。
【図８】　図７のシステムの、全体の処理シーケンスを示す図である。
【図９】　図７に示す補助プログラム（Ｅ）の処理フロー図である。
【図１０】　図７に示す補助プログラム（Ｆ）の処理フロー図である。
【図１１】　本発明の第３の実施形態を示すクライアント・サーバ型システムの構成図で
ある。
【図１２】　図１１のクライアント・サーバ型システムの情報サーバ３の内部構成例であ
る。
【図１３】　図１１のシステムの、全体処理シーケンスの一部を示す図である。
【図１４】　図１１のクライアント・サーバ型システムの情報サーバ３の、別の内部構成
例である。
【図１５】　本発明の第４の実施形態を示すクライアント・サーバ型システムの構成図で
ある。
【符号の説明】
１…クライアント
２…広域コンピュータ網
３…（情報）サーバ
４…ＷＷＷブラウザ
５…ＷＷＷサーバ
６…ページ記述ファイル
７～１０…ページ記述ファイル及び関連データファイル
１１…テンポラリファイル
１２…補助プログラム（ファイル）（Ａ）
１３…補助プログラム（ファイル）（Ｂ）
１４…補助プログラム（ファイル）（Ｃ）
１５…補助プログラム（ファイル）（Ｄ）
１６…データベース
１７…参照制限管理情報
１８…参照制限制御情報
１９…ディレクトリ
２０…シンボリックリンク
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パスワードまたは乱数に対応付けて参照制限終了時刻または参照回
数を記憶し、現在時刻と前記参照制限終了時刻との比較または前記参照回数に応じて、前
記パスワードまたは乱数の名称で表される前記ディレクトリに記述されているシンボリッ
クリンクを少なくとも



２１…補助プログラム（Ｅ）
２２…補助プログラム（Ｆ）
２３…ディレクトリ名・ファイル名変換テーブル
２５…モデム
２６…電話網
２７…アクセス制御サーバ
２８…回線制御ソフト
２９…無線電話機制御装置
３０…無線電話機
４０…補助プログラム（Ｇ） 10

【 図 １ 】 【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】

(24) JP 3753535 B2 2006.3.8



【 図 ２ 】
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【 図 ８ 】
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